
第48回
⽇本クラブユース
サッカー選⼿権（U-18）⼤会報告



チーム紹介 選⼿の経験のため登録メンバー30名＋1名を帯同させ、
雰囲気を味わうことや現地でのトレーニングマッチを
実施しました。

ポジション 名前（学年） ポジション 名前

GK 堀内智葵（3） MF 井⼿煌也（3）

GK 奈良綺輝⼈（3） MF 畠⼭相良（3）

GK 光⼭翔（2） MF ⼭⽥海⾳（3）

GK ⼭岡芽⽣（2） MF 佐藤秀⽃（2）

DF 後藤駿徳（3） MF ⾅井泰⽣（2）

DF ⼩野寺康誠（3） MF 平⼭彪我（2）

DF 佐藤叶⽻（3） MF 髙橋昊（2）

DF 伊勢叶侑（3） MF 佐藤颯哉（2）

DF 野⼝快（3） MF 永澤柊太（1）

DF 菊地歩叶（3） FW ⻄垣紅⾳（3）

DF 三澤陸⼈（3） FW 加藤健太（3）

DF 神⽥篤輝（1） FW 五⼗嵐伯（3）

DF 笹渕陸翔（2） FW 佐々⽊輝⼤（2）

MF 和⽥蓮弥（3） FW 髙⽊昊⼤（2）

MF ⼋鍬倖多（3） FW 遠藤和（2）

MF 保坂空澄（3）



スケジュール
例年群⾺県での開催でしたが、今年から群⾺県、⼤
阪府、⼭⼝県、宮崎県の分散開催となりました。
幸いにも当クラブは群⾺県での開催となりましたの
で、⽇中の時間を利⽤してメンバー外となった選⼿
のトレーニングマッチも実施できました。
⾚字の部分は天候不良で⽇程変更になった部分です。
本来であれば24⽇は休息⽇でしたが、中⽌になった
22⽇の試合が24⽇に⾏われました。
３連戦という厳しい⽇程のなか選⼿はタフに戦って
くれました。

⽇付 スケジュール

7⽉20⽇ 秋⽥→群⾺移動（バス）TR@前橋育英グラウンド

7⽉21⽇ TR＠図南グラウンド

7⽉22⽇ 19:00vsサガン⿃栖延期

7⽉23⽇ 19:00vs川崎フロンターレ（2-1勝利）
 TRMvs前橋育英⾼校

7⽉24⽇ 休息⽇ 18:00vsサガン⿃栖（0-2）
 TRMvsザスパ群⾺ユース

7⽉25⽇ 19:00vsヴィッセル神⼾（0-3）

7⽉26⽇ 群⾺→秋⽥移動（バス）



結果報告
vs川崎フロンターレ
（2-1）

前半12分相⼿の右サイドからの精度の⾼
いクロスから失点するが、前半30分にク
ロスのこぼれ球に反応した3番⼩野寺の
シュートがGKに弾かれるも、17番加藤健
太がこぼれ球を押し込みで同点。
後半24分、11番畠⼭相良のドリブルから
17番加藤健太がパスを受けて右⾜を振り
抜きゴールを奪い、逆転という形で初戦
を勝利することができました。

＜先発＞ ＜交代＞



結果報告
vsサガン⿃栖
（0-2）

前半7分、ロングスローからGK前で相⼿
に触られて失点。
その後、空中戦に強さがある相⼿に対し
て体を張って守っていたが、後半23分に
クロスから失点。
チャンスよりピンチの⽅が多い試合でし
たが、粘り強い守備を体現できた試合で
した。

＜先発＞ ＜交代＞



結果報告
vsヴィッセル神⼾
（0-3）

全チームに予選突破の可能性があったこ
の試合。相⼿の巧みなコンビネーション
に対して1番堀内智葵の好プレーや全員の
体を張った守備で凌いでいたが、前半33
分クロスからの混戦から失点。
後半14分クロスから、後半39分にはサイ
ドを突破されて失点を重ねて敗戦。
他会場の結果により予選4位で敗退となり
ました。

＜先発＞ ＜交代＞



監督コメント
ブラウブリッツ秋⽥U-18での全国クラブユース選⼿権⼤会出場が6回⽬となる今⼤会、記録と記憶に残る⼤会にしようと今年
の最初から選⼿、スタッフ⼀体になって取り組んできました。
今までの⼤会は群⾺県のみで早朝の試合(8:45キックオフ)で⾏われていましたが、今年から分散開催(群⾺、⼤阪、⼭⼝、宮崎)
のナイトゲーム(17:00.19:00キックオフ)に変わり選⼿にとってはサッカーがやりやすい環境になりました。その中でもグルー
プBに⼊りブラウブリッツ秋⽥は群⾺県会場となったため、移動などは⽐較的いつも通りの予定となった事で試合までの時間
などスケジュール的にも予算的にも想定内で進める事ができました。
初戦の試合が⼤⾬と雷⾬により延期になるという初めての経験もあり、コンディションとメンタルが難しいなかスタッフがよ
り選⼿の為に働いてくれた事もあり、次の⽇の初戦を選⼿は普段通りに迎える事ができました。
相⼿は優勝候補の川崎フロンターレ。結果は2-1という逆転勝利でブラウブリッツ秋⽥U-18での全国初勝利でした。
今までの歴代の選⼿やスタッフ、⾊々な⼈の関わりの中での初勝利は本当に嬉しかったです。
次の⽇の第2試合⽬は初戦の延期分のサガン⿃栖でした。結果は0-2と⼒負け。選⼿は勇敢に闘ってくれましたが相⼿が⼀つ上
でした。
第3戦⽬はヴィッセル神⼾。
全チーム1勝1敗で迎え、他会場よりも得点を多く取って勝利すれば予選突破となる試合。結果は0-3。
負けはしましたが、素晴らしい試合で胸を張って帰ろうと選⼿とスタッフが⼀体になれました。
この3試合、選⼿の様々な成⻑やスタッフのサポートなど、本当に⼀体となって戦えたことが次に繋がる充実した予選敗退で
した。
負けましたが、選⼿とスタッフに感謝しています。
最後にこの⼤会で素晴らしい試合が出来たのは本当に皆様のおかげです。
サッカーをするのも⾒るのも⼈であり、⾊々な⼈の⽀えの中でのスポーツ。
本当に皆様ありがとうございました。

ブラウブリッツ秋田U-18監督 熊林親吾



選⼿コメント

5 DF 伊勢叶侑

1 GK 堀内智葵

17 FW 加藤健太

全国⼤会に出場して、まずは本当にたくさんの⼈に応援されていることや⽀えられていることを感じました。本当に感謝して
います。⽇本でもトップクラスの相⼿との対戦で⼀番感じたのが⼀⼈⼀⼈の基準の⾼さです。とにかく個⼈でボールを失わず、
個⼈でボールを奪える。それを前提として秀でている武器を持っていると感じました。そして⾝体づくりも⾃分たちとの意識
の差を感じました。しかし、⾃分たちがやり続けた球際や切り替え、⾛⼒は全国の相⼿に通⽤するところが多かったので闘う
ことができたと思います。これはやり続け、求め続けたいと思います。最後にこの3試合で⽇本のトップのレベルを知れたこと、
プロのピッチで出ている選⼿、⽇本代表でプレーする選⼿と対戦できたことを⾃分たちの成⻑に繋げたいです。

全国⼤会を戦ってみて、普段対戦しない相⼿に対してでも⾃分達らしいサッカーができたと思
います。しかしながら、１つの差で相⼿チームにやられてしまったとことがあるのでそこはこ
れから⽇々の練習で改善していってもっと強いチームにしたいと思います。

全員で⼀体となり全国⼤会での⽬標の⼀つである初勝利をすることができて本当に良かったです。しかし、グ
ループステージ突破というもう⼀つの⽬標を達成することはできませんでした。そこで、もっとチーム全員が
⽇々の練習の基準を⾼めていくことが⼤事だと感じました。また、それをやり続けていけるチームになってい
きます。



ご⽀援いただいた⽅々
法⼈様

株式会社甲設計事務所 株式会社向学舎グループ ひまわり鍼灸整⾻院
⼀般社団法⼈秋⽥県サッカー協会 秋⽥⼟建株式会社
油そば専⾨店歌志軒秋⽥駅前店 しゃぶしゃぶ酒房美豚 hair salon aki

合計415,000円

個⼈の皆様 ⼩野寺拓哉 kosuke ⽵内剛 松渕孝記 他4名の⽅々
合計33,000円

スタジアムで募⾦いただいた皆様

⾚⽻祐⾹ 安芸銀次 安⻄裕希 井⼝智之 池⽥陽市 池本かおる ⽯川清正 ⽯⾥魁⼈ ⽯⽥春雄 ⽯⽥祐理⼦
⽯安富真琴 ⼀ノ宮牧⼦ 伊藤玲那 稲村健太 碓井紀⼦ 遠藤⿇美 遠藤尋⽃ 遠藤⽂⾹ 笈川孝経 ⼤⽯哲平
⼤関純 ⼤原悦⼦ ⼤⽇向真悟 ⼤柳真紀 ⼩川もも⼦ 奥優⼦ 柿崎重明 柏⽊⻭科 粕⾕知希
⾨脇琢也 枯⽊了 神⽥正⼈ ⽊村忍 ⼯藤和⼦ ⼯藤幸⼦ ⼯藤英俊 栗⼭佳希 ⿊沢⼩雪 桑⼭明久 桑⼭幸⼦
⼩泉均 ⼩坂美喜⼦ 児⽟博⼀ 児⽟ゆり 今野玖也 ⿑藤和夫 ⻫藤重之 佐々⽊千秋 佐々⽊仁美
佐々⽊美弥⼦ 佐々⽊由美⼦ 佐藤厚⼦ 佐藤昴 佐藤忠満 佐藤トミ⼦ 佐藤⽂⼦ さとうみちこ 佐藤耀仁
佐藤義治 佐藤⻯太 篠原美由喜 志村栄⼆ 東海林銅美 菅野啓 杉浦正樹 杉⼭真⼼ 杉⼭徳美 鈴⽊啓⽰
薄⽥志保 須⽥剛彦 ⾼杉忠充 たかはしあきと ⾼橋美幸 ⽥中美和⼦ ⽥中裕樹 ⽥中稔 千⽥桃李 ⼾祭修
永井誠⼀ ⻑澤⿇由⼦ 中⻄祐紀 永野希美 名古屋考⼦ 奈良星輝⼈ 成⽥尊秋 成⼭賢 新納穂南 ⻄原真紀⼦
⻄村由紀⼦ 畑澤博⼈ 早坂優輝 ⽇景奈穂⼦ 伏⽬悦⼦ 伏⾒佳 藤井春⼦ 堀井股次 堀江裕美⼦ 本城誉志樹
松渕孝⾏ 三浦則照 三浦光涙 宮腰三郎 武藤順洋 籾⼭怜央 ⼭⼝実 柚⽊啓⼀ 吉川博 ⽶⼭知宏 鷲⾕太⼀

合計934,833円

※敬称略

結果的に今⼤会準優勝となった川崎フロンターレに勝利できたことは間違いなく選⼿たちの⾃信となりました。選⼿
たちはスタジアムでの募⾦活動を通じてたくさんの⽅から激励のお⾔葉をいただきました。また企業様からのご⽀援
もいただいたことでプロクラブの選⼿であるという責任を持って試合に臨めました。ご⽀援いただいた皆様、現地ま
で応援に来ていただいた⽅々、配信を通して応援していただいた⽅々に感謝申し上げます。
今後ともブラウブリッツ秋⽥アカデミーへのご声援をお願いいたします。


